















































車去 職 希 望 の 理 由
所得階級 番サ号ンプル
仕に1ら.一事つ時いだ的かた 少2ら.収な入いがか が3ら.将な来い性か 4ど定に年備なえiZ1f 技か6知能らし識たをや生い 増い7.余やか暇らしをた 都8.家合事かのら 9.その他て
日百 100万円未満 l 2.88 4.58 1.36 0.00 0.85 0.68 0.34 0.00 0.51 
手日 100~199万円 2 1.99 5.45 2.39 0.22 2.61 1.44 0.32 0.12 
62 200~299万円 3 0.86 3.73 2.41 0.34 3.02 1.24 0.37 0.12 0.90 
年 300~499万円 4 0.22 1.34 1.35 0.37 2.54 0.89 0.26 0.09 0.56 
度 500万円以上 5 0.03 0.22 0.38 0.36 0.91 0.35 0.17 0.03 0.29 
目白 100万円未満 6 1.87 3.74 1.25 0.12 1.12 0.75 0.12 0.12 0.25 
和 100~199万円 7 1.35 3.97 2.16 0.21 2.07 1.07 0.14 0.25 0.61 
57 200~299万円 8 0.48 2.55 2.11 0.32 2.50 0.96 0.18 0.20 0.55 
年 300~499万円 9 0.12 0.75 1.04 0.41 1.74 0.62 0.13 O.ll 0.35 
度 500万円以上 10 0.00 0.15 0.24 0.39 0.52 0.22 0.09 0.02 0.17 
昭 100万円未満 II 1.88 3.76 1.65 0.16 2.12 0.55 0.08 0.24 0.47 
和 100~199万円 12 1.05 3.43 2.06 0.26 2.97 0.79 0.17 0.28 0.54 
54 I 200~299万円 13 0.31 1.68 1.56 0.37 3.00 0.64 0.13 0.21 0.48 
年 300~499万円 14 0.08 0.40 0.65 0.61 1.61 0.45 0.08 0.07 0.29 
度 500万円以上 15 0.04 0.08 0.24 0.48 0.60 0.16 0.04 0.04 0.08 
表1b.女性転職希望率(年200日以上・週35時間以上就業者) :単位%
転 職 希 望 の 理 由
所得階級 番サ号ンプル
仕に1ら一事つ時いだ的かた 少2ら.似ないがか が3ら将な来い性か て4ど.定に年備なえ 負肉5時体担前的が的大に 技か開躍ら講をや生 増い7.余やか暇らしをた 都8.家合事かのら
9.その他
sB 100万円未満 1 2.39 4.78 1.19 0.19 2.82 0.72 0.33 0.62 0.96 
和 100~199万円 2 1.36 3.13 1.29 0.14 3.85 1.59 0.52 0.57 1.59 
62 200~299万円 3 0.47 1.33 0.76 0.16 3.54 1.52 0.41 0.66 1.58 
年 300~499万円 4 O.ll 0.28 0.33 0.06 2.16 0.72 0.39 0.33 0.83 
度 500万円以上 5 0.00 0.00 0.21 0.21 1.05 0.00 0.42 0.00 0.42 
目白 100万円未満 6 2.03 4.28 1.11 0.11 2.79 0.69 0.19 0.65 0.69 
手日 100~199万円 7 1.04 2.05 1.18 0.12 3.32 1.37 0.44 0.68 1.30 
57 200~299万円 8 0.30 0.42 0.68 0.13 2.24 0.97 0.34 0.51 1.10 
年 300~499万円 9 0.00 0.09 0.28 0.19 1.21 0.56 0.19 0.19 0.37 
度 500万円以上 10 0.00 0.00 0.00 0.00 0.85 0.00 0.00 0.00 0.00 
目白 100万円未満 II 1.56 3.90 0.99 0.08 3.39 0.65 0.20 0.82 0.71 
手日 100~199万円 12 0.83 1.72 1.05 0.15 3.62 1.11 0.41 0.70 1.37 
54 200~299万円 13 0.19 0.44 0.31 0.12 2.30 0.68 0.19 0.44 0.75 
年 300~499万円 14 0.17 0.00 0.17 0.17 1.37 0.17 0.17 0.34 0.34 





















































































































































































昭 100万円未満 l 2.16 0.06 -1.81 0.85 
和 100~199万円 2 0.69 1.98 -0.46 -0.27 
62 200~299万円 3 -0.41 2.04 -0.19 -0.10 
年 300~499万円 4 0.87 1.04 -0.59 0.99 
度 500万円以上 5 -0.84 -0.57 -1.23 2.49 
昭 100万円未満 6 1.68 -0.96 0.07 -0.15 
和 100~199万円 7 0.50 0.38 1.15 -0.03 
57 200~299万円 8 -0.54 0.48 0.77 0.04 
年 300~499万円 9 -0.89 -0.50 -0.04 1.07 
度 500万円以上 10 -0.57 -0.90 -1.14 -1.80 
昭 100万円未満 11 1.33 -0.97 1.38 -0.56 
和 100~ 199万円 12 0.14 0.14 1.66 0.52 
54 200~299万円 13 -0.76 -0.17 1.10 -0.01 
年 300~499万円 14 -0.99 -0.88 0.05 1.07 







































































て， HotellingのT2，MahalanobisのD2，WilksのA などが用いられるが， こ
こでは，近似検定が比較的容易なWilksのA統計量を用いる (Wilks，1932 in 







F=[(l-A1/5) / A 1/5J ・ (n2/nl)
ただし s=j[ (p 2 (g -1) 2 -4 J / [p2 + (g -1 ) 2 -5 J 
(なお p2+(g-1)2=5のときは s= 1) 
nl=p(g-l) 
n 2= S lw一[pー (gー 1)+ 1J /21 -[p ( g -1)一2J/2
が自由度n1， n 2の近似的なF分布をするのを利用して検定をおこなうもので









坊五x主. 動 因 A 統計量 自由度 F 値
62年度・所得階級 ( 5群) 0.4839 8， 62 3.391林
転職希望理由 ( 9群) 0.1594 16， 62 5.841林
57年度・所得階級 ( 5群) 0.4304 8， 62 4.063林
転職希望理由 ( 9群) 0.2095 16， 62 4.590林
54年度所得階級 ( 5群) 0.4328 8， 62 4.030林





自由度 F 値 自由度 F 値
62年度・所得階級 ( 5群) 4， 31 1.541 4， 31 3.021 * 
転職希望理由 ( 9群) 8， 31 5.896林 8， 31 5.278林
57年度・所得階級 ( 5群) 4， 31 1.693 4， 31 3.842* 
転職希望理由 ( 9群) 8， 31 4.673林 8， 31 3.123 * 
54年度・所得階級 ( 5群) 4， 31 1.085 4， 31 3.251 * 
転職希望理由 ( 9群) 8， 31 4.352林 8， 31 4.643林












いま，転職希望理由の 9項目 (Xl，X2， X3，……， X9) に対して任意の係数
(α1， α2， α3，……， α9) によって
















x2=一 [N-(p + g ) / 2 -1 ] log A (Nは全標本数)
が近似的に自由度 p(g-1 )のど分布に従うことを応用して，何番目までの正
準判別因子が有意かを検定することができる。 (Cooley& Lohnes， 1971) 
-25 (227)-
表7.正準判別変量の有意性検定 (Bartlettのど近似)
群 構 成 第1正準因子 第2正準因子 第3正準因子 第4正準因子 第5正準因子
性別 (2群)
58.021林




< 18) [0.802] < 8) [0.456] 
所得別 ( 5群)
132.249林 54.391林 11.343 0.659 
< 36) [0.970] < 24) [0.858] < 14) [0.384] < 6) [0.029] 
性別×年度別 (6群)
114.906林 54.213林 20.608 2.609 0.885 
< 45) [0.940] < 32) [0.790] < 21) [0.567] (12) [0.077] < 5) [0.040] 
性別×所得別 (10群)
291.952林 202.017林 128.823林 75.029林 47.001林
< 81) [0.990] < 64) [0.976] < 49) [0.936] < 36) [0.762] < 25) [0.736] 
年度別×所得別(15群)
256.918林 165.473林 86.210 45.004 29.688 
(126) [0.995] <104 [0.990] ぐ84)[0.911] < 66) [0.593] < 50) [0.561] 






はないから， (性)x (年度)x (所得)の交互効果は得られない。
1 .性別2群の正準判別分析
2群であるから得られた正準判別因子は l個だけである。判別式は
z=3.15xl -1.55x2 +3.24x3 + 10.5x4一0.37x5+2.44x6 -5.53x7 






















































































































z=ー 2.64xl+2.70xz -4.22x3 
+ 1.85x4 +0.66x5一0.27x6
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